
三
六

χ

私
た

ち

が

最
初
に

漢
字
を

習
う
の

は
小
学
校
の

国
語
の

授
業
で

す
。

小
学
校
学
習
指

導
要
領
の

国
語
に

は

学
年
別
漢
字
配
当
表
が

あ

り
、

第
一
学
年
八
〇
字
、

第
二
学
年

一
六
〇
字
、
第
三
学
年
二
〇
〇
字
、
第
四
学
年
二
〇
〇
字
、
第
五
学
年
一
八
五
字
、
第
六

学
年
一
八
一
字
と

各
学
年
で

学
ぶ

漢
字
が

掲
げ

ら

れ

て

い

ま

す
。

総
計
で

一
、
〇
〇
六

字
が

小
学
校
で

習
う

漢
字
の

数
で

す
。

た

く

さ

ん

あ

る

こ

と
を
「
ゴ

マ

ン

と

あ

る
」
と

い

い

ま

す

が
、
「
五
万
」
と

書
く
の

で

し

ょ

う

か
。

日
本
を

代
表
す

る

漢
和
辞
典
で

あ

る
諸
橋
轍
次
さ

ん
の

『
大
漢
和
辞
典
☆
註
二
二

』

の

見
出
し

字
の

数
は

ほ

ぼ

五
万
字
で

す

か

ら
、
「
ゴ

マ

ン

と

あ

る
」

に

ぴ

っ

た

り

で

す
。

こ

こ

か

ら

出
た

言
葉
だ

と

は
思
い

ま

せ

ん

が
、

こ
の

数
に

は

た

め

息
が

出
ま

す

ね
。

い

っ

た

い

漢
字
は

何
字
あ

る
の

で

し

ょ

う

か
。

ご

存
知
の

方
が

い

ら

っ

し

ゃ

れ

ば

是
非
教

え

て

い

た
だ

き

た

い

と
思
い

ま

す

が
、

き

っ

と

「
何
字
だ
」

と

い

う

こ

と

は

で

き

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か
。

そ

れ

は

閉
ざ

さ

れ

た

体
系
で

あ

る

ラ
テ

ン

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ

☆
註
二
二
…
…
大
漢
和
辞
典　
諸
橋
轍
次
畢
生
の
漢
和
辞
典
。

大
修
館
書
店
と
出
版
契
約
を
交
わ
し
た
の
は
昭
和
二
（
一
九
二

七
）
年
で
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
第
一
巻
（
一
、一
二

五
頁
、
文
字
番
号
一
〜
一
、
四
四
四
ま
で
）
が
活
版
印
刷
で
刊

行
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
〇
年
二
月
二
五
日
の
戦
災
で
印
刷
中
の

第
二
巻
と
組
み
置
き
原
版
と
資
料
一
切
を
消
失
し
、
出
版
は
頓

挫
。
戦
後
戦
災
を
免
れ
た
校
正
刷
り
を
も
と
に
再
出
発
を
は
か

る
。
組
版
は
写
植
シ
ス
テ
ム
と
し
、
必
要
な
漢
字
五
万
字
の
原

字
の
制
作
を
写
真
植
字
機
研
究
所
（
現
写
研
）
の
石
井
茂
吉
に

依
頼
し
た
。
写
植
に
よ
る
第
一
巻
は
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）

年
一
一
月
三
日
、
最
終
巻
で
あ
る
第
一
三
巻
は
昭
和
三
五
年
五

月
二
五
日
に
刊
行
さ
れ
た
。
最
初
の
契
約
か
ら
三
三
年
目
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

小
宮
山
博
史

ゴ
マ
ン
と

あ

る

漢
字

 

増
え

続
け

る

漢
字

ゴマンとある漢字



三
七

ト

と

違
っ

て
、

開
か

れ

た

体
系
で

あ

る

漢
字
は

ど

ん

ど

ん

増
え

て

い

る
の

が
実
情
だ

か

ら

で

す
。

χ

一
応
の

目
安
を
示
し

た

最
初
の

も
の

が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）

年
一
一
月
一
六
日
の

内
閣
告
示
・

同
訓
令
で

公
布
さ

れ

た

「
当
用

漢
字
表
」

で

し

ょ

う
。

こ

れ

は

昭
和
一
七
年
六
月
の

「
標
準
漢
字

表
」

の

常
用
漢
字
一
、

一
三
四
字
を
基
本
と

し

て

加
除
を

お

こ

な

い

一
、二
九
五
字
の

新
漢
字
表
（
常
用
漢
字

表
案
で

す

）
を

ま

と

め

た
の

で

す

が
、

ど

う

も

日
常
使
う

に

は

少
な

い

し

ま

た

児
童
が

習
う

に

は

多
す

ぎ

る

と

い

う

こ

と

で
決

ま

り

ま

せ

ん

で

し

た
。
そ

こ

で

こ
の

案
に

各
分
野
で

必
要
な

漢
字
を

加
え

た
一
、八
五
〇

字
と

し

た

も
の

を
「
当
用
漢
字
表
」
と

し

ま

し

た
。
「
ま
え

が

き
」
の

第
一
項
で

は

こ
の

表
は

「
法
令
・

公
用
文
書
・

新
聞
・
雑
誌
お

よ

び

一
般
社
会
で
、

使
用
す

る

漢
字
の

範

囲
を
示
し

た

も
の
」
で

あ

り
、〔
使
用
上
の

注
意
事
項
〕
の

第
一
項
に
は
「
こ
の

表
の

漢

字
で
書
き

あ

ら

わ

せ

な

い

こ

と

ば

は
、

別
の

こ

と

ば

に

か
え

る

か
、

ま

た

は
、

か

な

書

き

に

す

る
」

と

あ

り

ま

す
の

で
、

け

っ

こ

う

き

つ

い

規
制
が

か

か

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。

「
当
用
」
と
は
「
日
常
生
活
上
さ

し

あ

た

っ

て

必
要
な

も
の
」
「
当
座
の

も
の
」
と

い

う

意
味
で
使
わ

れ

た

よ

う

で

す
。

こ

こ

に

示
さ

れ

た

漢
字
を
明
朝
体
・

ゴ

シ

ッ

ク

体
に

適
用
す

る

と

き

厳
し

い

字
体
の

制
限
が

つ

き

ま

し

た
。
「
当
用
漢
字
字
体
表

☆
註
二
三
・
★
図
一
五

」
が

こ

れ

で

す
。
ほ

ん

と

う

は

字
体
は

も

っ

と

緩
く

あ

る

べ

き

で

が

ん

じ

が

ら

め

に

す

る
の

は

い

い

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん
。

字
体

漢

字

っ

て

い

っ

た

い

何

字

あ

れ

ば

い

い

の

で

し

ょ

う

か

ゴマンとある漢字

☆
註
二
三
…
…
当
用
漢
字
字
体
表　
当
用
漢
字
一
、
八
五
〇
字

に
つ
い
て
字
体
の
標
準
を
定
め
た
も
の
で
、
昭
和
二
四
（
一
九

四
九
）
年
四
月
二
八
日
の
内
閣
告
示
第
一
号
・
同
訓
令
第
一
号

で
公
布
。〔
使
用
上
の
注
意
事
項
〕
の
第
一
項
は
「
こ
の
表
の
字

体
は
、
活
字
字
体
の
も
と
に
な
る
形
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
、

み
ん
ち
ょ
う
体
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
そ
の
他
に
適
用
す
る
も
の
と
す

る
」
と
あ
り
、
活
字
設
計
が
大
き
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。「
字
体
表
」
は
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
ペ
ン
書
き
で
、
細
部
の

統
一
も
不
十
分
の
う
え
印
刷
も
悪
く
、
活
字
業
界
・
新
聞
社
に

混
乱
を
ま
き
お
こ
し
た
。



★
図
一
五
…
…
当
用
漢
字
字
体
表　
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）

年
四
月
二
八
日
官
報
第
一
号
で
公
布
。
こ
の
字
体
表
は
文
部
省

教
科
書
局
国
語
課
が
刊
行
し
た
も
の
。
細
部
の
不
統
一
は
活
字

業
界
、
新
聞
社
を
混
乱
さ
せ
た
。 

日
本
新
聞
協
会
は
昭
和
三
三

（
一
九
五
八
）
年
一
一
月
二
一
日
「
活
字
字
体
統
一
に
関
す
る

講
演
会
」
を
開
き
、
多
く
の
問
題
点
が
洗
い
出
さ
れ
た
。
こ
の

講
演
会
速
記
録
を
含
む
「
新
聞 

活
字
字
体
統
一
に
関
す
る
資

料
」
を
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
一
〇
月
刊
行
。

﹇
三
八
〜
四
〇
頁
﹈

ゴマンとある漢字

三
八

で
迷
う

場
合
、

自
分
で

調
べ
、

自
分
で

判
断
し

て

デ

ザ

イ

ン

す

べ

き

な
の

で

す

が
、

ど

う

も

私
も

含
め

て

権
威
に
恐
れ

入

る

と

い

う

か
、

信
用
し

て

し

ま

う

傾
向
が

あ

り

ま

す

ね
。

猿

に

負
け

な

い

ぞ
。

反
省
！



ゴマンとある漢字

三
九



ゴマンとある漢字

四
〇



四
一

つ

づ

い

て

昭
和
五
六
（
一
九
八
一
）

年
一
、九
四
五
字
の
「
常
用
漢
字
表
」
が

作
成
さ

れ

ま

し

た
。

当
座
と

い

う

に

は

ず

い

ぶ

ん

時
間
が

か

か

っ

た

と

思
い

ま

す

が
、

当
用
漢
字

表
公
布
か

ら

三
五
年
目
の

こ

と

で

し

た
。

同
年
三
月
の

国
語
審
議
会
答
申
の

前
文
に

あ

る

〔
常
用
漢
字
表
の

性
格
〕
に

は

次
の

よ

う

に
書
か

れ

て

い

ま

す
。

す

こ

し

引
用
し

て

み

ま

し

ょ

う
。

「
常
用
漢
字
表
は
、

法
令
・
公
用
文
書
・
新
聞
・
雑
誌
・
放
送
等
、

一
般
の

社
会

生
活
で
用
い

る

場
合
の
、

効
率
的
で

共
通
性
の

高
い

漢
字
を

収
め
、

分
か

り

や

す

く
通
じ

や

す

い

文
章
を
書
き
表
す

た

め
の

漢
字
使
用
の

目
安
μ
な

る

こ

μ
を

目
指

し

た
。

常
用
漢
字
表
は
、
現
代
の

一
般
の

社
会
生
活
で
用
い

る

も
の

で

あ

っ

て
、
科
学
・

技
術
・
芸
術
等
の

各
種
専
門
分
野
や
個
々
人
の

漢
字
使
用
に

ま

で

立
ち

入
ろ

う

μ

す

る

も
の

で

は

な

く
、

従
来
の

文
献
な

ν
に

用
い

ら

れ

て

い

る

漢
字
を
否
定
し

よ

う

μ
す

る

も
の

で

も

な

い
。

ま

た
、

地
名
・
人
名
な

ν
の

固
有
名
詞
の

用
い

ら

れ

る

漢
字
を
対
象
μ
す

る

も
の

で

は

な

い
。

な

お
、

こ

こ

に

言
う

一
般
の

社
会
生
活
に

お

け

る

漢
字
使
用
μ
は
、

義
務
教
育

に

お

け

る

学
習
を
終
え

た
後
、

あ

る

程
度
実
社
会
や

学
校
で
の

生
活
を
経
た

人
々

を
対
象
μ
し

て

考
え

た

も
の

で

あ

る
。

常
用
漢
字
表
は
、

上
述
の

よ

う

に
一
般
の

社
会
生
活
に

お

け

る

漢
字
使
用
の

目

安
μ
な

る

こ

μ
を

目
指
す

も
の

で

あ

る

か

ら
、

表
に

掲
げ

ら

れ

た

漢
字
だ

け

を
用

い

て

文
章
を
書
か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

μ
い

う

制
限
的
な

も
の

で

は

な

く
、

運
用

に

当
た

っ

て
、

個
々
の

事
情
に

応
じ

て

適
切
な

考
慮
を

加
え

る
余
地
の

あ

る

も
の

ゴマンとある漢字



四
二

で

あ

る
。

（
中
略
）
し

か

し
、

一
般
の

社
会
生
活
に

お

い

て
、

相
互
の

伝
達
や

理
解
を
円
滑
に

す

る

た

め

に

は
、

で

き

る
だ

け

こ
の

表
に

従
っ

た

漢
字
使
用
が

期
待
さ

れ

る
」

い

か

が

で

す
。

当
用
漢
字
表
の

厳
し

い

制
約
は

ず

っ

と

後
退
し

た

こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。

あ

く

ま

で

「
目
安
」

で
、

こ
の

言
葉
を

二
回
も
使
っ

て

い

ま

す

し
、

漢
字
使
用
の

制
限
で

は

な

く

「
期
待
」

と

言
っ

て

い

ま

す
。

こ
の

文
章
の

下
に

「
注
」

が

あ

り
、

表

を

無
視
し

て

漢
字
を
好
き

勝
手
に

使
っ

て

よ

い

と

い

う
の

で

は

な

く
、

努
力
目
標
と

し

て

尊
重
し

ま

し

ょ

う
。

こ
の

表
を

も

と

に

独
自
の

漢
字
使
用
の

取
り
決
め

を
作
っ

た

ら

い

か

が

で

し

ょ

う

か

と

書
い

て

あ

り

ま

す
。

私
個
人
は

文
章
を
書
く

と

き
、

で

き

る
だ

け

漢
字
の

使
用
を
少
な

く

し

た

い

と

い

う

思
い

が

あ

り

ま

す
。

で

も

第
一
回
、

第
二
回
そ

し

て

こ
の

回
も

漢
字
の

使
用
が

多
い

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

で

は

常
用
漢
字
一
、

九
四
五
字
は

ど
の

く

ら

い
の

頻
度
で
使
わ

れ

て

い

る
の

で

し

ょ

う

か
。

ち

ょ

っ

と

面
白
い

調
査
報
告
書
が

あ

り

ま

す
。

凸
版
印
刷
と

読
売
新
聞
で
の

『
漢
字

出
現
頻
度
数
調
査
（
二
）
』
な
の

で

す

が
、
こ
の

調
査
の

本
来
の

目
的
は
、
書
籍
で
使
わ

れ

て

い

る

表
外
漢
字
（
常
用
漢
字
以

外
の

漢
字

）
の

字
種
と

字
体
の

確
認
、
そ

し

て

常
用
漢
字
字
体
に

準
じ

た

略
字
体
が

表
外
漢
字
に

ど
の

程
度
影
響
を

与
え

て

い

る

か
の

確
認
と

い

う

字
体

調
査
な
の

で

す

が
、

私
が

興
味
を

持
っ

た
の

は
報
告
書
に

あ

る

使
用
頻
度
表
で

す
。

ゴマンとある漢字



四
三

χ

こ

こ

で

は

第
一
部
の

「
辞
典
類
、
単
行
本
、
月
刊
誌
、
古
典
類
」

を

見
て

み

ま

し

ょ

う
。

使
用
し

た

書
籍
の

合
計
は

三
八
五
冊
で
、

漢
字
総
数
は

三
三
、
三
〇
一
、
九
四
三
字
と

い

う

膨
大
さ

で

す

が
、

文
字
種
は

八
、四
七
四
字
に

す

ぎ

ま

せ

ん

（
第
二
部
は

月
刊
誌
四
誌
四

八
冊
で

の

調
査
で
、

漢
字
総
数
は

三
、
五
四
一
、
一
二
〇
字
）
。

ち

な

み

に

使
用
頻
度
第
一
位
は

「
一
」
、

第
八
、四
七
四
位
は

「
邉
」

で
、

私
の

好
き

な

「
飲
」
「
酒
」

は

そ

れ

ぞ

れ

五
三
一
位
、

六
八
八
位
に

ラ

ン

ク

さ

れ

て

い

ま

す
。

常
用
漢
字
一
、
九
四
五
字
の

ほ

と

ん

ど

は

頻
度
順
位
三
、
〇
〇
〇
位
以
内
に

入
り
、

三
、
〇
〇
〇
位
以
降
に

出
現
す

る

常
用
漢
字
は

一
四
字
に

す

ぎ

ま

せ

ん

☆
註
二
四

。

第
一
位
か

ら

常
用
漢
字
が

続
き
、

J
I
S
☆
註
二
五

第
一
水
準
の

漢
字
が

最
初
に

出
現
す

る
の

は
第
五
五
四
位

の

「
岡
」
、

第
二
水
準
の

漢
字
は

「
籠
」

の

一
、三
三
一
位
が

最
初
で

す
。

第
一
位
の
「
一
」
か

ら

第
三
、〇
〇
〇
位
の
「
祁
」
ま

で
の

漢
字
で
、
日
本
語
の

文
章

に

出
現
す

る

漢
字
の

九
九
・
五
五
三
パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め

ま

す
。

と

い

う

こ

と

は

残
り

〇
・
四
四
七
パ

ー

セ

ン

ト

を

カ

バ

ー

す

る

た

め

に

五
、四
七
四
字
の

漢
字
が

必
要
に

な

る

の

で

す
。
文
章
を

九
九
・
九
パ

ー

セ

ン

ト

を

カ

バ

ー

す

る

に

は

第
四
、二
一
七
位
の
「
晁
」

ま

で

が

必
要
で
、

残
り
〇
・
一
パ

ー

セ

ン

ト
の

た

め

に
四
、二
五
七
字
を
用
意
し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

に

な

り

ま

す
。

こ

の

使
用
頻
度
調
査
の

文
字
数
が

八
、
四
七
四
字
で

す

か

ら

ほ

ぼ

半
分
に

相
当
す

る

漢
字
が

こ

の

〇
・
一
パ

ー

セ

ン

ト

用
な

の

で

す
。

話
が

ち

ょ

っ

と

そ

れ

ま

す

が
、

第
一
、〇
〇
〇
位
の

「
伏
」

ま

で

で

八
八
・
四
三
五
パ

ー

セ

ン

ト
、

第
二
、〇
〇
〇
位
の

「
某
」

ま

で

で

九
七
・
九
〇
四
パ

ー

セ

ン

ト

を
組
む

こ

と

が

で

き

ま

す
。

ゴマンとある漢字

凸

版

印

刷

株

式

会

社

が

お

こ

な

っ

た

調

査

は

二

種

類

あ

り

ま

す

☆
註
二
四
…
…
凸
版
印
刷
調
査
で
使
用
頻
度
三
、〇
〇
〇
位
以

降
に
出
現
す
る
常
用
漢
字
一
四
字
は
「
劾
・
惰
・
謄
・
虞
・
謁
・

厘
・
朕
・
憾
・
銑
・
逓
・
迭
・
璽
・
勺
・
頒
」
。
「
劾
」
は
第

三
、〇
六
〇
位
、「
頒
」
は
第
四
、二
七
二
位
で
あ
る
。三
、〇
〇
〇

位
以
内
の
最
後
の
漢
字
は
「
倹
」
で
第
二
、九
二
七
位
。

☆
註
二
五
…
…JIS X

 0208
:1997

　
『
7
ビ
ッ
ト
及
び
8

ビ
ッ
ト
の
2
バ
イ
ト
情
報
交
換
用
符
号
化
漢
字
集
合
』
で
は
、

一
般
日
本
語
表
記
用
漢
字
集
合
を
第
一
水
準
と
し
二
、九
六
五

字
、
地
名
人
名
を
含
む
個
別
分
野
用
漢
字
を
第
二
水
準
と
し

三
、三
九
〇
字
、
漢
字
合
計
六
、三
五
五
字
。

JIS X
 0213:2000

『
7
ビ
ッ
ト
及
び
8
ビ
ッ
ト
の
2
バ
イ

ト
情
報
交
換
用
符
号
化
拡
張
漢
字
集
合
』
で
は
、
第
三
水
準
漢

字
一
、二
四
九
字
、
第
四
水
準
漢
字
二
、四
三
六
字
で
、
漢
字
合

計
三
、六
八
五
字
。



四
四

χ

調
査
期
間
は

平
成
一
一
年
七
月
一
日
か

ら

八
月
三
一
日
で
、

東

京
本
社
と

中
部
本
社
の

最
終
朝
刊
と

夕
刊
紙
面
で
テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ
・
広
告
面
は

除
い

て

い

ま

す
。
出
現
し

た

総
字
種
は

四
、五
四
六

字
で

凸
版
印
刷
調
査
の

字
種
に

く

ら

べ

て

約
四
、
〇
〇
〇
字
も

少

な

い
の

は
、

で

き

る
だ

け

漢
字
数
を

抑
え

て
記
事
を
書
い

て

い

る

か

ら

で

し

ょ

う
。
第
一
位
は
「
日
」
で
、
第
四
、五
四
六
位
は
「
齣
」
で

す
。
第
一
、〇
〇
〇

位
の

「
滝
」

ま

で

で

九
三
・
三
六
一
四
〇
三
パ

ー

セ

ン

ト

を
、

第
二
、〇
〇
〇
位
「
峯
」

ま

で

で

九
九
・
五
八
六
四
三
二
パ

ー

セ

ン

ト
、

第
三
、〇
〇
〇
位
「
冑
」

ま

で

で

九
九
・

九
五
六
七
一
七
パ

ー

セ

ン

ト

を

カ

バ

ー

し

て

い

ま

す
。

九
九
・
九
パ

ー

セ

ン

ト

を

カ

バ

ー

す

る

に

は

第
二
、

六
〇
四
位
の

「
址
」

で

よ

い
の

で

す

か

ら
、

凸
版
印
刷
の

調
査
書

籍
と

新
聞
で

は

ず

い

ぶ

ん

違
う

こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。

残
り
〇
・
一
パ

ー

セ

ン

ト

の

た

め

に

用
意
さ

れ

て

い

る

漢
字
は
凸
版
印
刷
調
査
の

約
半
分
の

一
、九
六
〇
字
で

す
。

必
要
漢
字
数
の

算
出
は

活
字
書
体
を

デ

ザ

イ

ン

す

る

と

き

に

ど

う

し

て

も
必
要
に

な

り

ま

す
。

現
在
は

J
I
S
に

準
拠
し

て

漢
字
セ

ッ

ト

を

構
成
す

る

か
、A

dobe-Japan 

1-5 ☆
註
二
六

に

倣
う

か

ど

ち

ら

か

だ

と

思
い

ま

す

が
、

こ

う

い

う

規
範
と

な

り

う

る

も

の

が

な

か

っ

た

時
代
は

ど

う

し

て

い

た
の

で

し

ょ

う

か
。

何
に

準
拠
し

て

い

た
の

か

ぜ

ひ
知
り

た

い

と

こ

ろ

で

す
。

私
は

書
体
デ

ザ

イ

ン

を

リ

ョ

ー

ビ

印
刷
機
販
売
株
式
会
社
（
現
リ

ョ

ー

ビ

イ

マ

ジ

ク

ス

株
式
会
社
）

の

チ

ー

フ

デ

ザ

イ

ナ

ー

で

あ

っ

た

島
野
猛
さ

ん

に

教
わ

り
、

写
植
書
体
の

デ

ザ

イ

ン

も

さ

せ

て

い

た
だ

き

ま

し

た

が
、

そ
の

と

き
の

写
植
文
字
盤
の

漢
字
数
は

メ

イ

ン

プ

レ

ー
ト

☆
註
二
七

一
級

六
九
八
字
、
二
級
二
、二
五
〇
字
、
サ

ブ

プ

レ

ー

ト

三
級
一
、四
二
六
字
の

合
計
四
、三
七

四
字
で

し

た
。

凸
版
印
刷
の

使
用
頻
度
調
査
と

は

字
種
は
違
い

ま

す

が

字
種
数
だ

け

で

ゴマンとある漢字

で

は

読

売

新

聞

の

調

査

で

は

ど

う

で

し

ょ

う

か

☆
註
二
六
…
…A

dobe-Japan1-5

　

二
〇
〇
二
年
九
月
に

ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
策
定
し
た
、二
〇
、三
一
七
グ
リ
フ
の

グ
リ
フ
セ
ッ
ト
の
規
格
。
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
社
が
策
定

し
た
A
P
G
S
（A

pple Publishing G
lyph Set

）
が
元
に

な
っ
て
い
る
。
商
用
印
刷
物
で
必
要
と
さ
れ
る
大
量
の
漢
字
・

非
漢
字
を
含
む
ほ
か
、
J
I
S
第
三
・
第
四
水
準
漢
字
や
表
外

漢
字
字
体
表
字
形
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
二
〇
、三
一
七
グ

リ
フ
の
う
ち
漢
字
が
約
一
二
、七
〇
〇
グ
リ
フ
を
占
め
、
残
り

が
仮
名
・
欧
文
・
約
物
・
記
号
な
ど
の
非
漢
字
で
あ
る
。M

ac 
O
S X

に
は
、A

dobe-Japan1-5

に
対
応
し
た
五
書
体
の
ヒ

ラ
ギ
ノPro

フ
ォ
ン
ト
が
標
準
搭
載
さ
れ
て
い
る
。
（
こ
の
註
は

大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン
製
造
株
式
会
社
に
よ
る
）

☆
註
二
七
…
…
写
真
植
字
機
文
字
配
列
表　
一
九
七
二
年
印
刷

「
リ
ョ
ー
ビ
写
真
植
字
機
文
字
配
列
表
」
で
は
、
メ
イ
ン
プ
レ
ー

ト
に
は
漢
字
一
級
六
九
八
字
、
二
級
二
、二
五
〇
字
、
ひ
ら
が

な
カ
タ
カ
ナ
一
五
〇
字
、
促
音
四
九
字
、
欧
文
五
二
字
、
約
物

一
〇
八
字
、
和
数
字
一
一
字
、
洋
数
字
三
〇
字
で
三
、三
四
八
字
。

サ
ブ
プ
レ
ー
ト
漢
字
三
級
一
、四
二
六
字
。
総
数
四
、七
七
四
字
。



四
五

ゴマンとある漢字

み

れ

ば

使
用
漢
字
の

九
九
・
九
パ

ー

セ

ン

ト

は

組
む

こ

と

が

で

き

ま

す

し
、

と

き

に

写

植
文
字
盤
に

無
い

字
が
出
た

と

し

て

も

写
植
の

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

は
偏
と

旁
あ

る

い

は

冠

と

脚
を

切
り

貼
り

し

て

作
字
し

て

間
に

合
わ

せ

て

い

ま

し

た
の

で
、

印
刷
物
に

使
う

普

通
の

文
章
を
組
む
の

で

あ

れ

ば

こ
の

字
種
数
で

べ

つ

に
問
題
は

な

か

っ

た
の

で

し

ょ

う
。

χ

ち

ょ

っ

と

調
べ

て

み

ま

し

た
。

現
在
で

は

金
属
活
字
で

印
刷
を

行
っ

て

い

る

と

こ

ろ

は

数
え

る

ほ

ど

し

か

あ

り

ま

せ

ん

が
、

そ
の

な

か

で

も

っ

と

も

元
気
よ

く

稼
働
し

て

い

る

印
刷
会
社
と

し

て

長

野
市
の

蔦
友
印
刷
を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

ま

す
。

こ
の

会
社
の

所

有
活
字
母
型
一
覧
で

あ

る

『
活
字
綜
緝
』
（
一
九
九
四

年
改
訂
版
）
で

は
、

本
文

用
と

し

て

八
ポ

イ

ン

ト

一
七
、三
二
一
字
、

九
ポ

イ

ン

ト

一
六
、一
六
八
字
、

一
〇
ポ

イ

ン

ト

一
七
、
二
〇
一
字
を

用
意
し

て

あ

り

ま

す
。

こ

の

三
サ

イ

ズ

が

飛
び

抜
け

て

多
く
、

あ

と

は

多
く

て

も

四
、
〇
〇
〇
字
ど

ま

り

で

す

の

で
、

こ

れ

は

特
殊
な

例
だ

と

思
い

ま

す
。

印
刷
会
社
の

保
有
字
種
は

な

か

な

か

わ

か

り

ま

せ

ん

が

（
印
刷
会
社
は

べ

つ

に

自
分
の

と

こ

ろ
の

字
種
数
を

数
え

ま

せ

ん

）
、

活
字
鋳
造
と

販
売
を

行
う

会
社
が

出
す

総
数
見
本
帳
が

ほ

ぼ

必
要
な

字
種
数
を

示
し

て

い

る

と

考
え

て

も

よ

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

文
化
庁
か

ら

出
た

『
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧―

一
八
二
〇
年
〜
一
九
四
六
年
★
図
一
六

』

は

二
三
種
類
の

総
数
見
本
帳
に

掲
載
さ

れ

て

い

る

漢
字
を
、

ほ

ぼ
時
代
順
に
、

同
一
字
種

を

一
行
に

な

ら

べ

て

字
形
の

異
同
が

一
目
で
分
か

る

よ

う

に

し

た

も
の

で

す

が
、

こ

こ

に

使
わ

れ

た

総
数
見
本
帳
の

字
数
は

最
大
で

一
〇
、七
〇
八
字
（
四
号
明
朝
、
一
九
一
四
年
）
、

最
少
は

初
号
（
角
寸
法
一
四
・
七
六
ミ

リ
）

の

二
、四
一
一
字
で

す
。

本
文
用
と

し

て

使
わ

れ

金

属

活

字

で

は

ど

の

程

度

文

字

種

を

用

意

し

て

い

た

の

で

し

ょ

う

か

★
図
一
六
…
…
明
朝
体
活
字
字
形
一
覧―

一
八
二
〇
年
〜
一
九

四
六
年　
第
二
二
期
国
語
審
議
会
の
常
用
漢
字
以
外
の
漢
字
の

字
体
を
検
討
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
平
成
一
一
（
一
九
九

九
）
年
文
化
庁
文
化
部
国
語
課
が
刊
行
（
制
作
協
力
佐
藤
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
研
究
所
）。
一
八
二
〇
年
刊
行
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ

リ
ソ
ン
著
『
五
車
韻
府
』
か
ら
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
朝

日
新
聞
社
刊
『
新
聞
活
字
用
標
準
漢
字
の
研
究
』
ま
で
、
二
三

種
の
明
朝
体
総
数
見
本
帳
を
使
っ
て
漢
字
字
体
の
異
同
を
一
目

で
分
か
る
よ
う
に
し
た
も
の
。収
録
漢
字
総
数
一
七
三
、三
四
五

字
。
該
当
字
に
は
『
康
熙
字
典
』
道
光
版
と
『
大
漢
和
辞
典
』

の
見
出
し
字
を
参
考
と
し
て
掲
載
。 

﹇
四
六
〜
四
七
頁
参
照
﹈



四
六

ゴマンとある漢字



四
七

ゴマンとある漢字



四
八

ゴマンとある漢字

る

五
号
は

三
種
類
あ

り

ま

す

が
、

そ

れ

ぞ

れ

八
、
八
二
四
字
、

九
、
三
六
八
字
、

九
、
六

八
七
字
と

な

っ

て

い

ま

す
。

お

お

ざ

っ

ぱ

に

い
え

ば
、

金
属
活
字
時
代
で

は

一
般
的
な

必
要
字
種
数
は

九
、〇
〇
〇
字
か

ら

一
〇
、〇
〇
〇
字
で
、

大
き

い

サ

イ

ズ
の

活
字
で

は

三
、〇
〇
〇
字
か

ら

六
、〇
〇
〇
字
の

間
と

い

う

と

こ

ろ

で

し

ょ

う

か
。

χ

私
が

知
っ

て

い

る
の

は

わ

ず

か

に
二

例
に

す

ぎ

ま

せ

ん

☆
註
二
八

が
、

こ

こ

で

は

日
本

の

漢
字
活
字
数
に

大
き

く

影
響
を
与
え

た

と

思
わ

れ

る

ウ

イ

リ

ア

ム

・

ギ

ャ

ン

ブ

ル

が

行
っ

た

調
査
を

見
て

み

ま

し

ょ

う
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

こ
の

連
載
の

第
一
回
目
に

登
場
し

た
北
米
長
老
教
会
印
刷
所
の

印

刷
責
任
者
で

す
。

北
米
長
老
会
印
刷
所
は

一
八
四
四
年
一
月
（
公
式
記
録
の

ひ

と

つ

は

二
月
と

し

て

い

ま

す

）
二
三

日
「
華
英
校
書
房
」
と

い

う

名
前
で

マ

カ

オ

で

開
設
さ

れ

ま

し

た
。
翌
四
五
年
七
月
一
九

日
寧
波
に

移
り

「
華
花
聖
経
書
房
」

と

名
前
を
変
え

ま

す
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は
一
八
五
八

年
一
〇
月
印
刷
所
の

責
任
者
と

し

て

こ

こ

に

赴
任
し

ま

し

た
。

彼
を
宣
教
師
と

す

る

説

も

あ

り

ま

す

が
、

宣
教
師
で

は

な

く

印
刷
技
術
者
が

正
し

い
。

赴
任
早
々
、

彼
は

二
人

の

中
国
人
学
者
を

そ

れ

ぞ

れ

二
年
間
雇
い
、

漢
字
使
用
頻
度
調
査
を

始
め

ま

す
。

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

言
い

ま

す
。

「
中
国
で

金
属
活
字
が

使
わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

ま
だ

日
も

浅
く
、

こ
の

特

殊
な

言
語
が

一
般
的
な

文
献
に

使
用
さ

れ

る

字
種
の

使
用
頻
度
調
査
は

ほ

μ
ん

ν

漢

字

活

字

を

デ

ザ

イ

ン

す

る

目

的

で

使

用

頻

度

調

査

を

行

っ

た

例

が

あ

る

の

で

し

ょ

う

か

☆
註
二
八
…
…
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
使
用
頻
度
調
査
の
前
に
ロ
ン
ド

ン
伝
道
会
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ダ
イ
ア
が
行
っ
た
も
の
が
あ
る
。

内
容
の
異
な
る
一
四
種
の
書
籍
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
文
字
種
と

出
現
頻
度
を
調
べ
た
。
出
現
字
種
は
三
、二
四
〇
字
で
、
そ
の
う

ち
の
一
、二
〇
〇
字
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
お
り
、数
百
字
は
稀
に

し
か
使
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
調
査
報
告
は

一
八
三
四
年
に
『
重
校
幾
書
作
印
集
字
』
と
い
う
書
名
で
刊
行

さ
れ
た
。



四
九

ゴマンとある漢字

さ

れ

て

い

な

い
」

「
以
前
か

ら

あ

る

活
字
の

配
列
を

あ

る

程
度
改
良
し
、

康
熙
字
典
☆
註
二
九

に

含
ま

れ

る

四
〇
、
九
一
九
字
の

う

ち

何
字
が

通
常
使
わ

れ

る

の

か
、

μ

り

わ

け

伝
道
に

た

ず

さ

わ

る

人
々
が

使
用
、

発
行
し

た

著
作
物
に

使
用
さ

れ

て

い

る

か

を

つ

き

μ
め

る

目
的
で
、

我
々
の

印
刷
し

た

聖
書
μ

他
の

二
七
冊
の

出
版
物
を

含
む
、

合
計
約

一
三
〇
万
字
に

お

よ

ぶ

八
ツ

折
判
四
、

一
六
六
頁
の

調
査
を

行
っ

た
」

「
第
一
の

リ

ス

ト

に

は
、

上
記
の

書
籍
で
使
用
さ

れ

て

い

る

文
字
が

す

べ

て

含
ま

れ

て

い

る

が
、
合
計
五
、一
五
〇
字
に

す

ぎ

な

い
。
し

か

し
、
こ

れ

ら
の

文
字
の

右

に

数
字
で
示
し

て

あ

る

使
用
頻
度
数
を

合
計
す

る

μ
一
、一
六
六
、三
三
五
字
に

な

り
、

前
段
落
の

記
述
μ

一
致
す

る
。

さ

ま

ざ

ま

な

理
由
か

ら
、

ロ

ン

ド

ン

伝
道

会
の

フ

ォ

ン

ト

リ

ス

ト

に

含
ま

れ

て

い

る

約
八
五
〇
字
が

追
加
さ

れ

た

が
、

そ

れ

ら

の

八
五
〇
字
は

調
査
対
象
に

な

っ

た

書
籍
に

は

使
わ

れ

て

い

な

い

の

で
、

五
、一
五
〇
字
の

リ

ス

ト

に

は
入
っ

て

い

な

い
」

「
し

た

が

っ

て
、

我
々
の

リ

ス

ト
の

文
字
数
は

六
、〇
〇
〇
ま

で

増
加
し
た

★
図
一
七

」

五
万
に

お

よ

ぶ

漢
字
の

中
か

ら

印
刷
に

必
要
な

漢
字
を

割
り
出
し

て

鋳
造
活
字
を

作

り
、

そ

れ

を

文
選
工
が

効
率
よ

く

採
字
で

き

る

よ

う

な

活
字
ケ

ー

ス

へ

配
置
を

す

る

と

い

う

こ

と

は
、
少
部
数
し

か

で

き

な

い

木
版
印
刷
や

木
活
字
に

よ

る

印
刷
（
家
内
制
手
工
業

と
い
っ
て
い
い

）

と

は

異
な

っ

て
、

経
済
効
率
を
優
先
し

大
量
生
産
を

目
的
と

す

る

近
代
的
産
業
と

し

て

の

印
刷
を
目
指
し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す
。

し

か

し

ギ

ャ

ン

ブ

ル
の

調
査
は

宗
教

書
を

サ

ン

プ

ル

と

し

た

こ

と

で
、

一
般
の

書
籍
に

は

あ

ま

り

出
現
し

な

い

漢
字
が

頻
度

順
位
の

上
位
に

く

る

と

い

う

欠
点
が

あ

っ

た

た

め

に
、

汎
用
性
と

い

う

面
で

は
問
題
を

☆
註
二
九
…
…
康
熙
字
典　
清
の
康
熙
五
五
（
一
七
一
六
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
漢
字
字
書
。『
説
文
解
字
』
や
『
玉
篇
』
を
も
と

に
し
て
歴
代
の
字
書
を
集
大
成
し
た
も
の
と
『
広
辞
苑
』
に
あ

る
。
収
録
字
数
は
四
七
、〇
三
五
字
だ
が
、
本
文
の
下
に
記
す
古

文
を
加
え
る
と
四
九
、〇
三
〇
字
に
な
る
。
道
光
一
一
（
一
八

三
一
）
年
に
校
正
・
復
刻
。



五
〇

ゴマンとある漢字

残
し

ま

し

た
。

そ
の

よ

う

な
問
題
も

あ

っ

た

か

ら

で

し

ょ

う

か
一
書
体
の

漢
字
数
は
後

に

六
、六
六
四
字
に

ま

で

増
加
し

て

い

き

ま

す
。

★
図
一
七
…
…
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
漢
字
使
用
頻
度

調
査
結
果　
活
字
制
作
と
活
字
ケ
ー
ス
へ
の
配
置
の
基
礎
デ
ー

タ
と
し
て
必
要
漢
字
字
種
と
そ
の
使
用
頻
度
を
調
査
し
た
も
の
。

一
八
五
九
年
か
ら
二
年
を
か
け
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
。
調
査

報
告
書Tw

o lists of selected characters, containing 
all in The Bible and tw

enty-seven other books, 
w
ith introductory rem

arks

を
一
八
六
一
年
美
華
書
館
か

ら
刊
行
。
一
〇
、〇
〇
〇
回
以
上
出
現
す
る
漢
字
は
一
三
字
で

「
不
之
人
以
其
我
於
曰
爲
爾
者
而
耶
」。「
耶
」
な
ど
は
聖
書
や
宗

教
冊
子
が
調
査
の
サ
ン
プ
ル
の
た
め
使
用
頻
度
が
高
く
な
っ
た
。

﹇
五
〇
〜
五
一
頁
﹈



ゴマンとある漢字

★
図
一
七

五
一



五
二

ギ

ャ

ン

ブ

ル

は

明
治
二
（

一
八
六
九
）

年
一
一
月
に

近
代
西
洋
印
刷
術
と

活
字
製
法

を
日
本
人
に

教
え

る

た

め
長
崎
に

来
ま

す

が
、

そ
の

と

き
舶
載
し

て

き

た

活
字
の

字
種

は

た

ぶ

ん

こ
の

六
、六
六
四
字
程
度
で

は

な

か

っ

た

か

と

私
は
想
像
し

て

い

ま

す
。
こ
の

の

ち
日
本
の

印
刷
会
社
・

活
字
メ

ー

カ

ー

は

こ
の

字
種
を

も

と

に

し

て
日
本
で
使
う

漢

字
を

追
加
し
、

あ

る

い

は

削
除
し

な

が

ら

漢
字
セ

ッ

ト

を

作
っ

て

い

っ

た
の

で

し

ょ

う
。

そ

し

て

そ
の

数
は

本
文
用
で

は

ほ

ぼ

一
万
字
前
後
で

推
移
し

て

き

た

よ

う

に

思
え

て

な

り

ま

せ

ん
。

漢
字
数
は

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

時
代
に

は

い

っ

て

か

ら

急
激
に

増
加
の

傾
向
を

見
せ

て

い

ま

す
。

い

っ

た

い

何
字
必
要
な
の

か
想
像
す

る
だ

け

で

も

頭
が

痛
く

な

り

ま

す
。

も

っ

と

少
な

い

漢
字
数
で

文
章
が

作
れ

な

い

か

と

い

つ

も

思
い

ま

す
。

キ

ー

ボ

ー

ド
の

変
換

機
能
を
使
う

と

ど

う

し

て

も

漢
字
の

使
用
頻
度
が

多
く

な

る

よ

う

で

す
。

こ
の

文
章
も

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

を

使
っ

て

入
力
し

て

い

ま

す
の

で
漢
字
が

多
い

か

も

し

れ

ま

せ

ん
。

ず

い

ぶ

ん

前
で

す

が

漢
字
を

五
〇
〇
字
に

制
限
し

た

ら

ど

う

か

と

い

う

提
案
が

カ

ナ

モ

ジ

カ

イ

☆
註
三
〇
・
★
図
一
八

か

ら

出
さ

れ

た

こ

と

を

思
い
出
し

ま

し

た
。

五
〇
〇
字
で

良
い

か

ど

う

か

は
別
と

し

て

で

き

る

だ

け

少
な

い

漢
字
で

文
章
を

綴
り

た

い

と

思
い

ま

す
。
『
暮
し

の

手
帖
』

の

編
集
長
を

長
く
務
め

た

花
森
安
治
さ

ん
の

言
葉
で

あ

っ

た

と

思
い

ま

す

が
、

ひ

ら

が

な

で

わ

か

る

と

こ

ろ

は

ひ

ら

が

な

で
、

ひ

ら

が

な

で

わ

か

ら

な

い

と

こ

ろ

は
漢
字
を
使

う

と

い

う
の

が

あ

り

ま

し

た
。

こ

れ

は

と

て

も

正
し

い

こ

と
だ

と
思
い

ま

す
。

☆
註
三
〇
…
…
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ　
外
交
官
僚
の
山
下
芳
太
郎
の

提
案
で
大
正
九
（
一
九
二
〇
）年
一
一
月
「
仮
名
文
字
協
会
」（
改

組
し
て
大
正
一
一
年
「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」
と
な
っ
た
）
が
創
設
。

カ
タ
カ
ナ
を
国
字
と
す
る
運
動
を
展
開
。
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
左

横
書
き
で
、
欧
文
の
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
タ
イ
プ
デ

ザ
イ
ン
が
特
長
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
内
閣
印
刷
局
の
猿
橋
福

太
郎
、
松
坂
忠
則
、
ミ
キ
・
イ
サ
ム
な
ど
が
活
躍
。

★
図
一
八
…
…
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
の
カ
タ
カ
ナ
デ
ザ
イ
ン　
図
版

は
佐
藤
敬
之
輔
著
文
字
の
デ
ザ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
第
四
巻
『
カ
タ

カ
ナ
』（
丸
善
株
式
会
社
、
一
九
六
六
年
）
所
収
。
カ
ナ
モ
ジ
カ

イ
の
カ
タ
カ
ナ
デ
ザ
イ
ン
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
貴
重
な
資

料
。
現
在
に
い
た
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
研
究
は
な
い
。
佐
藤
は

デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
ミ
キ
・
イ
サ
ム
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
た

び
た
び
お
こ
な
っ
て
い
る
。

な
お
佐
藤
敬
之
輔
の
著
作
か
ら
図
版
等
を
引
用
す
る
場
合
は

佐
藤
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
研
究
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

﹇
五
三
〜
五
五
頁
参
照
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ゴマンとある漢字
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ゴマンとある漢字
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